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研究成果の概要（和文）：　季節と健康に関する研究は生気象学・公衆衛生学に関する分野であり、既に多くの
研究がなされている。本研究は、厚生労働省の人口動態統計データの死亡票（1972年～2015年）、国土交通省 
気象庁のアメダス気象データ（日本国内約1300か所）、総務省の住宅・土地統計データおよび国勢調査データな
どのビッグデータを活用し、以下の事項を進め、健康リスクに影響を与える要因を明らかにし、健康で安全な地
域環境・住環境形成の指標を得た。
　1) 各種ビックデータから必要なデータを連結する手法の開発、2) 季節・外気温度が死亡リスクへ与える影響
の評価、3) 住宅政策の経年変化と死亡リスクの明確化

研究成果の概要（英文）：　Research into seasons and health is a field related to biometeorology and 
public health. This research used big data that included mortality tables in vital statistics data 
of the Ministry of Health, Labor and Welfare (1972-2016), AMeDAS meteorological data of the Japan 
Meteorological Agency, Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism (approximately 1300 
locations throughout Japan), housing and land statistics and national census data of the Ministry of
 Internal Affairs and Communications, etc.. The research made progress in the following items, 
clarified the factors affecting health risks, and obtained indices for the formation of healthy and 
safe local environments and living environments. 
　1) Development of a technique for linking essential data from various types of big data, 2) 
Evaluation of how season and outside air temperature affect the risk of death, 3) Clarification of 
changes in housing policies over time and risk of death

研究分野：建築環境学・建築設備学・公衆衛生学

キーワード： 人口動態統計データ　アメダス気象データ　住宅・土地統計調査データ　ビッグデータ　健康維持増進
　省エネルギー基準

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、人口動態統計データとアメダス気象データを連結し、各地域および各疾患における外気温度と死亡
率の関係を明確にするものである。このような膨大なデータを用いての分析は類がない。かつて、籾山雅子氏が
分析した時代よりも気象データの観測エリアが格段に細分化されていること、長期の経年変化が分析可能なこ
と、さらに1970年代のオイルショック以降導入された住宅の省エネルギー基準の影響も評価可能なことから、意
義ある研究といえる。これらの成果は、住宅の省エネルギー基準見直しなど、健康維持増進住宅の研究に有用な
基礎資料となり、高齢者対策・福祉の向上に寄与できるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、人口動態統計データとアメダス気象データを連結し、各地域および各疾患にお
ける外気温度と死亡率の関係を明確にするものである。このような膨大なデータを用いて
の分析は類がない。かつて、籾山雅子氏が分析した時代よりも気象データの観測エリアが格
段に細分化されていること、長期の経年変化が分析可能なこと、さらに 1970年代のオイル
ショック以降導入された住宅の省エネルギー基準の影響も評価可能なことから、意義ある
研究といえる。これらの成果は、住宅の省エネルギー基準見直しなど、健康維持増進住宅の
研究に有用な基礎資料となり、 高齢者対策・福祉の向上に寄与できるものと考えている。 
 
２．研究の目的 
季節と健康に関する研究は生気象学・公衆衛生学に関する分野であり、既に多くの研究がなさ
れている。しかし、自宅における死亡実態の経年変化など建築的要素の研究は少なく、また冬期
に心疾患、呼吸器疾患、脳血管疾患が多いことが分かっても 1)、具体的な対策は十分ではない。
本研究は、厚生労働省の人口動態統計データの死亡票 2)（1972年～2015年）、国土交通省 気象
庁のアメダス気象データ 3)（日本国内約 1300か所）、総務省の住宅・土地統計データおよび国勢
調査データなどビッグデータを活用し、建築環境工学と公衆衛生学の境界領域に関する以下の
事項を進め、健康リスクに影響を与える要因を明らかにし、健康で安全な地域環境・住環境形成
の指標を得ることを目的にする。 
1) 各種ビックデータから必要なデータを連結する手法の開発 
2) 地域別に季節・外気温度が死亡リスクへ与える影響の評価 
3) 住宅断熱性能の経年分析による住宅政策と死亡リスクの明確化 
 
３．研究の方法 
３．１ 各種ビックデータから必要なデータを連結する手法の開発 
（１）人口動態統計データ 
厚生労働省が保有する人口動態統計データは、1972 年以降分は電子化され、2015 年までの 44
年間の総数は約 4,000 万件になる。 
（２）気象データ 
 国土交通省 気象庁が保有する気象データは、全国の気象観測所（約 1,300）箇所のデータと
して Web で公開されている。しかし、観測所の増加、市町村合併により、過去の死亡票に該当す
る最寄り観測所のデータ抽出は困難である。そこ
で、市区町村と気象観測所の地理情報を基に、GIS
ソフトを用い該当する市区町村の最寄り観測所を
探査し、Web スクレイピングを活用し死亡票と該当
する気象データを抽出し連結した。 
（３）住宅・土地統計調査および国勢調査データ 
 双方とも総務省 統計局が所管し 5 年毎に実施さ
れる。住宅・土地統計調査は、わが国の住宅と世帯
の居住状況等の実態と推移を表すデータである。一
方、国勢調査データは、市町村別の人口を把握する
ために活用する。 
 以上、上記の各種ビッグデータを活用し、1972 年
～2015 年の人口動態統計データ（約 4,000 万件）に
関連する気象データ、住宅・土地統計データ、人口
データを関連付けた新たなデータベースを構築す
る。概要を図 1に示す。 
 
３．２ 季節・外気温度が死亡リスクへ与える影響の評価 
（１）季節依存性の評価 
 1972 年～2015 年の人口動態統計と関連する気象データを基に、全国 47 都道府県における季
節が死亡リスクに与える影響を死因別、年齢別に評価する。また、年毎に評価することで、季節
依存性の経年変化の傾向も明らかにする。なお、季節依存性の評価に関しては、イギリス国家統
計局が使用している季節性変動係数(CSVM)7)を用いる。この指標を用いることで、国際的な比較
も可能になる。 
（２）外気温依存性の評価 
 各死亡票に該当する月日、地域の日平均温度との関連を評価することで外気温依存性の評価
が可能になる。死因別、全国都道府県別、年齢別、年別に評価することで、死因と地域性、年齢、
経年変化の傾向を明らかにする。 
 
３．３ 住宅政策の経年変化と死亡リスクの明確化 

■ビッグデータの収集

■関連データの連結
・GISソフトによる近隣気象観測所検索
・Webスクレイピングによる該当データ検索
・住宅・土地統計データ検索
・国勢調査データ検索
■新たなデータベースの構築
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図 1 データベースの概要 



（１）住宅・土地統計調査データを活用した評価 
 住宅・土地統計調査データには、地域毎に「断熱・結露防止工事実施比率」、「ペアガラス未装
着住宅比率」など、住宅の断熱性能を表すデータが含まれている。また、家計調査 5)から光熱・
水道費を得た。これらのデータと人口動態統計データの関係を評価することで、住宅の熱性能・
暖房費用と死亡リスクの関係を明らかにする。 
（２）住宅政策と死亡リスクの評価 
 1970 年代のオイルショック以来、住宅の省エネルギー基準が強化されてきた。住宅は人々の
安全と健康を守るシェルターとしての役割があり、住宅の熱性能向上が、寒冷暴露にともなう死
亡リスクの低減に寄与してきた。ここでは、過去の住宅省エネルギー基準による建物の断熱性能
とその普及率を分析し、気象条件、地域条件、建物条件が死亡リスクに与える影響を総括し、健
康で安全な地域環境・住環境形成に資する提言としてまとめる。 
 
４．研究成果 6) 
４．１ 各種ビックデータから必要なデータを連結する手法の開発 
 人口動態統計死亡票 2)から、死亡場所、生年月日、年齢、性別、死因を得た。死亡場所は市区
町村コードで表され、死因は WHO の定める国際疾病分類(ICD-8,9,10)で表される。表 1に示した
ように、死亡場所、死因分類は年により改正されている。また、表 2のアメダス気象データ 3)か
ら日平均外気温を得た。これらを用いて死亡データと気象データのマッチングを行った。 
以下にその方法を述べる。気象庁のホームページの「過去の気象データ」のページから Web ス
クレイピングを用いて全国の気象データ(日平均外気温)をダウンロードし、行が場所、列が日付
(1972～2015 年)の表、過去の市町村合併分を含む市区町村コードと緯度経度の関係、アメダス
観測所の緯度経度データを作成した。GIS ソフト(QGIS)を用いて、市区町村コードの位置から近
距離 15番目までのアメダス観測所のリストを作成した。これらを用いて、死亡データを 1行ず
つ順に取り出し、死亡日の気象データを取り出す。また、市区町村コードから最も近傍の気象デ
ータを取り出す。以上の操作を繰り返すことで死亡データと気象データで構成されるデータベ
ースを構築した。なお、人口のデータは 5年毎に実施される国勢調査の結果を用いた（図 2）。 

 
 
４．２ 季節・外気温度が死亡リスクへ与える影響の評価 
（１）季節依存性の評価 
 季節依存性を評価するため、CSVM(coefficient of seasonal variation in mortality)7)を用
いた。CSVM は、冬期でない期間の死亡数に対する冬期の死亡数の割合で表される。1年を 4か月
毎に区分し、冬期を 12 月と翌年の 1～3 月、冬
期でない期間を4～7月及び翌年の8～11月と定
義した。CSVM が上昇するほど冬期の死亡数が多
いことを示す。 
 欧州 30 か国 7)と日本の 6 都市での、1980～
2013 年における CSVM と月平均外気温の関係に
ついて、各都市の平年の月平均外気温を用いて
12月～3月の 4か月平均外気温を求めFig.11に
示した。月平均外気温の平年値は、気象庁ホーム
ページ 3)の「世界の天候データツール(Climate 
View 月統計値)」から各国の首都のデータを得
て用いた。図 3 から、日本と欧州に共通して、
CSVM と 4 カ月平均外気温には正の相関が見ら
れ、北海道やフィンランドのような寒冷地では
CSVM が低く、三重やキプロスのような温暖地で
は高い傾向があることが分かった。これは、温暖
な地域に比べ寒冷地では暖房習慣が根付いてい
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図 3 冬季の平均外気温度と CSVM の関係 



ること、建物の断熱性能が関係していると考えられる。 
（２）外気温と平均死亡数を用いた分析 
①分析概要 
44 年間のデータから外気温と死亡割合の関係とその経時変化を分析するため、以下で外気温
と月別死亡割合の相関を算出した。都道府県別に、(1)式で年間死亡数に占める月別の死亡割合
を求め、(2)式で、死亡数で重み付けした月平均外気温を求めた。死亡数には粗死亡数(自宅を対
象)、年齢調整死亡数それぞれについて算出した。ただし、災害による死亡数への影響を考慮し、
岩手、宮城、山形については 2011 年のデータ、兵庫については 1995 年のデータを除いた。ま
た、十分なデータ数を得るために、1972～1976 年、1973～1977 年、1974～1978 年、(中略)、2009
～2013 年、2010～2014 年、2011～2015 年のように、それぞれ 5年間のデータをまとめて用いた。 

=
∑ + + ⋯+

 (1),    =
∑

 (2)  

Rd：月別死亡割合、Ni, NJ,NF,⋯,ND：各月の死亡数、θi：月平均外気温、θm：死亡者に紐づいた日平均外気温 

②回帰係数の経時変化 
図 4 に回帰係数の経時変化の一例として、北海道の粗死亡数から算出した回帰係数と年齢調
整死亡数から算出した回帰係数それぞれの経時変化を示す。まず、粗死亡数から得た回帰係数に
ついて、北海道では 1972 年から 2011 年で大きな変動は見られなかったが、東京などの関東以南
の多くの地域で、1995 年以降に回帰係数が 0 に近づく、即ち、外気温による月別死亡割合の変
動が小さくなった。一方で、山梨など一部の地域では近年に近づくにつれて外気温による月別死
亡割合の変動が大きくなっていることが分かった。年齢調整死亡数から算出したものと比較す
ると、全体的な傾向として、自宅での粗死亡数の方が回帰係数は 0から遠ざかったことから、自
宅での死亡者の方が、外気温による月別死亡割合の変動は大きいと言える。 

 
図 4 回帰係数の経年変化（北海道） 

③月別死亡割合と月平均外気温 
 図 5 に月別死亡割合と月平均外気温の関係の一例として、大阪の粗死亡数から得た結果と年
齢調整死亡数から得た結果を示す。粗死亡数では、北海道、岩手、山形、新潟以外で、外気温が
低いときと高いときに月別死亡割合が高くなる傾向が見られた。一方で、年齢調整死亡数では、
外気温が低いときの傾きの変化は顕著に見られなかったことから、北海道、岩手、山形、新潟以
外では自宅での死亡者は外気温10℃以下の低温の影響を受けやすいと言える。既往研究 8)では、
札幌は他の地方都市に比べ、外気温が 20℃以下になったときに室内温度を高くする傾向がある
ことが示されていることから、寒冷地以外では外気温が低くなっても暖房を始めず、低温でも十
分に暖房していないために寒さの影響を受けて死亡割合が低温時にとりわけ高くなっていると
推察される。 

 
図 5 月別死亡割合と月平均外気温の関係（大阪） 

 
４．３ 住宅政策の経年変化と死亡リスクの明確化 
（１）住宅・土地統計調査データを活用した評価 
①窓の複層化率と CSVM 
 CSVM の都道府県ごとの違いと建築的要因の関係を考察するため、重回帰分析を行った。目的
変数を年齢調整死亡数から得た CSVM、説明変数を冬期の暖房費増加度合い、築浅の住宅の割合、
一戸建住宅の割合、二重サッシ・複層ガラスの窓の普及率とし、2003 年、2008 年、2013 年それ
ぞれで分析した結果、いずれの年においても、二重サッシ・複層ガラスの窓の普及率との負の相
関が認められた。代表都市の 2011～2015 年の平均 CSVM と 2013 年の二重サッシ・複層ガラスの
普及率を図 6に示す。都道府県ごとにバラつきがあるものの、窓の断熱が施されている地域ほど

年齢調整なし 年齢調整あり 

年齢調整なし 年齢調整あり 



CSVM は低くなった。これについて、JD Healy らに
よる欧州を対象とした研究 7)においても、窓の性能
と CSVM との間には有意な相関が認められており、
冬の寒さを意識した生活スタイルにより、冬期の
死亡割合は低くなることが示唆される。 
②月別死亡割合の気温感度と暖房費 
 前節で示唆された暖房に関して検討するため、
冬期の暖房費増加度合いと、外気温による月別死
亡割合の変動について分析を行った。外気温と月
別死亡割合の回帰係数(以下、死亡割合の気温感
度)と、冬期の暖房費増加度合いとの関係を図 7に
示す。粗死亡数から得た死亡割合の気温感度と暖
房費増加度合いよりも、年齢調整死亡数から得た
ものの方が高い相関が得られた。これは、年齢構成
によるバラつきが排除されたことによるものと考
えられる。また、どちらの場合にも共通して、北海道や秋田、長野など冬に暖房費を多く使う地
域ほど外気温による月別死亡割合の変動が小さく、熊本や宮崎、鹿児島など暖房費をあまり使わ
ない地域では外気温による月別死亡割合の変動が大きいことが分かった。このことからも、暖房
による防寒対策が月別死亡割合に影響していると窺える。 

 

図 7 外気温と月別死亡割合の回帰係数と冬期の暖房費増加度合いとの関係 

 
（２）住宅政策と死亡リスクの評価 
季節依存性を評価するための指標 CSVM は 1998 年に増加のピークを迎え、呼吸器疾患におい
てその傾向が顕著に見られた。また、欧州 30か国と日本 6都市について、CSVM と冬期の外気温
の間には正の相関が見られた。 
一方、月別死亡割合の外気温による変動は北海道では他の地域に比べ小さく、北海道以外の地
域でも 1980 年頃より改善の傾向が見られた。また、月別死亡割合は低外気温であるほど高くな
り、その傾向は北海道のような寒冷地ではあまり見受けられず、温暖地ほど顕著であった。 
以上から、死亡には低外気温が関与しており、インフラの整備、予防接種、建築性能の向上、
暖房習慣の改善により防ぎ得ると考えられる。 
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